
識
者
に
問
う

̞
̘
̩
に
Α
る
ί
ϛ
ỿχ
έ
ー
シ
ἀン
の
変
化
は
、
組
織
と
個
人
に
Ͳ
Μ
な
変
革
を
΋
た
Β
す
の
か
Ố
ະ
དྷ
の
組
織
૾
は
Ͳ
͏
な
る
の
か
Ố

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が ಡ 者 に ਪ ન す る ̍ ࡭

大
学
は
社
会
変
革
を
駆
動
す
る

「
経
営
体
」
へ
と
生
ま
れ
変
わ
る

五
神
真

東
京
大
学

総
長

Ｃ
Ｔ
の
発
展
に
よ
り
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
が
急
速
に
進
み
、
世
界
の

産
業
構
造
は
、
二
〇
～
三
〇
年
か
け
て
資
本
集
約
型
か
ら
知
識
集
約
型
へ
の
シ
フ
ト
が
進
ん
で
き
て

い
る
。
し
か
し
、
日
本
は
、
企
業
経
営
の
考
え
方
か
ら
法
制
度
ま
で
、
い
ま
だ
「
も
の
づ
く
り
」
の
ベ
ー
ス

か
ら
抜
け
出
せ
て
い
な
い
。
立
ち
遅
れ
た
日
本
社
会
を
、
知
識
集
約
型
へ
の
変
革
に
向
け
て
駆
動
す
る
役
割

は
、「
知
」
を
ベ
ー
ス
と
し
た
活
動
を
行
う
ア
カ
デ
ミ
ア
だ
か
ら
こ
そ
担
え
る
。

　

大
学
が
社
会
変
革
を
駆
動
す
る
に
は
、
国
の
方
針
と
お
金
に
よ
り
受
動
的
に
運
営
し
て
い
く
の
で
は
な
く
、

自
ら
戦
略
を
立
て
、
行
動
す
る
「
経
営
体
」
に
生
ま
れ
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
変
化
に
は
先
行

投
資
資
金
が
必
要
で
あ
り
、
大
学
が
そ
れ
を
得
る
た
め
に
も
、
ま
た
知
識
集
約
型
社
会
に
移
行
す
る
意
味
で

も
、
無
形
の
知
を
「
価
値
化
」
す
る
こ
と
が
不
可
欠
。
こ
れ
ま
で
も
東
大
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
育
成
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、「
本
郷
バ
レ
ー
」
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
周
辺
に
集
積
し
た
。
し
か
し
、

国
際
的
に
み
れ
ば
規
模
は
ま
だ
小
さ
く
、
物
性
物
理
や
素
材
・
化
学
な
ど
、
日
本
が
強
い
研
究
分
野
の
創
業

も
少
な
い
。
海
外
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
も
積
極
的
に
働
き
掛
け
、
事
業
化
に
つ
な
げ
た
い
。

Ｉ
　

ま
た
、
一
〇
月
に
は
、
長
期
の
大
学
債
を
発
行
し
、
市
場
か
ら
資
金
を
調
達
す
る
。
大
学
全
体
と
し
て
コ

ー
ポ
レ
ー
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
型
の
資
金
を
得
る
こ
と
に
よ
り
、
目
先
の
状
況
や
個
々
の
事
業
の
成
否
に
と
ら

わ
れ
ず
、
長
期
的
に
価
値
を
生
む
べ
き
こ
と
に
じ
っ
く
り
投
資
し
、
新
し
い
形
で
の
公
益
の
実
現
を
図
る
。

　

さ
ら
に
、
大
学
が
民
間
企
業
の
投
資
の
受
け
皿
に
な
る
た
め
に
、
課
題
設
定
か
ら
事
業
化
領
域
ま
で
企
業

と
協
働
す
る
大
型
の
「
産
学
協
創
」
を
目
指
す
。
こ
れ
ま
で
の
産
学
連
携
は
現
場
の
課
題
解
決
を
目
指
す
も

の
が
多
く
、
ほ
と
ん
ど
が
数
百
万
円
規
模
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
大
学
の
知
の
価
値
も
過
小
評
価
さ
れ
て
い

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
ト
ッ
プ
同
士
が
話
し
合
っ
て
組
織
間
の
連
携
で
大
型
契
約
を
実
現
す
る
。
特
に
注
目
し

て
ほ
し
い
事
業
は
、
台
湾
の
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
社
と
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
を
結
び
、
製
造
プ
ロ
セ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
日

本
の
産
業
界
に
提
供
す
る
仕
組
み
だ
。
東
大
が
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
機
能
を
担
い
、
個
々
の
企
業
で
は
ア
ク
セ
ス

し
づ
ら
い
、
同
社
の
半
導
体
の
最
先
端
プ
ロ
セ
ス
を
活
用
し
、
次
世
代
の
半
導
体
を
試
作
製
造
で
き
る
よ
う

に
す
る
。

　

地
球
規
模
の
課
題
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
全
体
価
値
を
最
適
化
す
る
よ
う
な
活
動
が
喚

起
さ
れ
る
と
き
に
、
社
会
変
革
を
駆
動
す
る
大
学
に
な
る
と
い
う
課
題
設
定
は
、
時
宜
に
か
な
う
も
の
だ
。

人
文
系
の
知
も
総
動
員
し
、
大
学
の
経
験
を
企
業
と
共
有
す
る
こ
と
で
よ
り
よ
い
未
来
社
会
を
実
現
す
る
。

二
〇
一
五
年
よ
り
第
三
〇
代
東
京
大
学
総
長
を
務
め
る
。
産
業
・
社
会
が
知
識
集
約
型
に
転
換
す
る
中
、
知
の
拠
点
で
あ
る
大
学
が
果
た

す
べ
き
新
た
な
役
割
を
説
き
、
改
革
を
進
め
て
き
た
。
大
学
の
役
割
拡
張
の
構
想
は
、
全
都
道
府
県
の
大
学
・
研
究
機
関
を
つ
な
ぐ
学
術

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
」
を
核
と
す
る
ス
マ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
化
等
、
多
岐
に
わ
た
る
。
日
本
学
術
会
議
会
員
、
未
来
投
資

会
議
議
員
、
科
学
技
術
・
学
術
審
議
会
委
員
等
、
公
職
も
多
数
歴
任
。
東
京
大
学
工
学
部
助
教
授
、
大
学
院
工
学
系
研
究
科
教
授
、
大
学

院
理
学
系
研
究
科
教
授
、
副
学
長
、
大
学
院
理
学
系
研
究
科
長
等
を
経
て
現
職
。
専
門
は
、
光
量
子
物
理
学
。
理
学
博
士
（
東
京
大
学
）。

五
神
真
（
ご
の
か
み
・
ま
こ
と
）

五神真〔2019〕

大学の未来地図
「知識集約型社会」を創る

ちくま新書
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